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排出量取引をめぐる諸問題について
序章
　わが国でも排出量取引制度が導入されつつあり、様々な問題が指摘されている。制度構築の目的であるCO2の削減を、いかに効率よく実現するか、そのためには、どのような制度が有効なのかを論じていきたい。その制度を考えるにあたって、我々は国と企業の双方にメリットが見込める持続可能な制度設計ということに焦点をあて、どちらも利益を得られる制度とは何かを考えていく。
１章あ排出量取引
そもそも、排出量取引はどうしてできたのか。何故利用されているのか。　
　１節　排出量取引のしくみと意義
【排出量取引とは】
各企業・国が排出できる温室効果ガスの量を排出枠という形で定め、排出枠を超えて排出をしてしまったところが、排出枠より実際の排出量が少ないところから余剰の排出枠を買ってくることでの目標達成を可能にしたもの
【排出量取引のしくみ＆意義】
　排出量取引は、クレジットの生み出し方によってC&T、BL&Cの２種類に分けられ、BL&CはC&Tの補完的役割を担う。取引の意義は、①温室効果ガス削減効果の確実性・②社会全体での削減コストの低減・③温室効果ガス削減対策の選択肢に柔軟性を付与する・という３点が挙げられる。
　２節　我々の主張～排出量取引とはどうあるべきか～
環境政策上、CO2を確実に削減する必要がある。しかし、企業に過度な排出削減を義務づけ、企業経営に負担をかけすぎたり、国際競争下にある産業が、国際競争で不利にならないよう、配慮が必要となる。そのための政策は並行して行っていかねばならない。さらに、CO2削減が企業にとって収益やCSRなどの様々な利益を獲得するチャンスとなりうる制度設計が必要となる。なぜならば利益獲得の一手段としてCO2の削減が選択されれば、企業は積極的に削減活動に取組み、企業の成長とCO2削減がwin-winの関係になることを達成できるためである。またそのためには取引が行いやすい仕組みも必要となる。

２章　現在の日本の排出量取引制度の検討
　１節　試行的実施の問題点
　排出枠の設定方法（自主行動計画によるキャップもどき）と、取引するときのクレジット。＆Jvets
・キャップではないため総量規制ができない
・原単位との選択が可能なため、総量管理が難しい
・自主行動計画　実効性は２節で検討
・バンキング可能であるが、ある程度の削減が進んだ後、技術革新のインセンティブを削ぐ
・罰則規定がなく、実行の確実性が薄れる
２節　自主協定の実効性の検討
　日本の自主行動計画は不十分な制度であり、内容の変更や、その他の制度との連携検討が必要である。
　ドイツ・オランダ・デンマーク・イギリスの例示
３章　海外の排出量取引
各国での特有の問題点を挙げる。
　１節　EU－ETS
　２節　米国
　３節　その他
　＆各国共通の問題点の提示
４章　日本の排出量取引制度のあるべき姿
　１節　日本の排出量取引制度のあり方
・先週の４章２節　（対象・方法・費用緩和措置）
　２節　上記の制度を導入した際の問題点
・鉄鋼など、キャップが競争力を低下させる可能性がある産業への対策
・その他の制度整備
　３節　排出量取引市場創設に向けて（※要検討）
・取引所の役割
・金融機関の役割
５章　日本における排出量取引制度普及のために
　国際リンクに向けて、なすべきこと
